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記録

奄美群島徳之島および沖縄諸島沖縄島の洞窟よ
り , ドウクツベンケイガニ Karstarma boholano 
(Ng, 2002) を採集 ･ 記録した . 

徳之島の標本 ( 図 1A) は , 徳之島西部にある
浅間湾屋洞穴 ( 通称 “ ウンブキ ”) にて採集さ
れた . 浅間湾屋洞穴は海岸線から約 400 m 離れ
た内陸に開口部がある水没鍾乳洞で , さらに数
十メートル内陸側にある湧水から流れ込む淡水
と海の潮位と連動して流入する海水が混じりあ
い , アンキアライン環境が形成されている ( 図
1B). 開口部付近は四分球状のドームになってお
り , 水面の上下動によって泥と礫混じりの潮間
帯が見られる . 開口部付近は 2000 年代以前には
土砂や投棄物によって埋没状態にあったが , 環
境整備が行われた結果 , 新たに稀種魚類のウン
ブキアナゴ Xenoconger fryeri Regan, 1912 の生息
が報告されるなど ( 瀬能ら 2014), 特異な生物相
が見られる場所として知られるようになった . 
ドウクツベンケイガニは , 洞穴の開口部付近 , 
水面から上方約2 m の壁面より徒手採集された .

沖縄島の標本 ( 図 1C) は , 沖縄島最北端の辺
戸岬の近くにある宜名真海底鍾乳洞 ( 通称 “ 辺
戸ドーム ”) にて採集された . 宜名真海底鍾乳洞
は , 洞口が水深約 15 m に位置し , 洞長は約 53 
m で , 最奥部はエアドーム ( 陸域 ) になる半沈
水の洞窟である ( 図 1D). 陸域部周辺の水域は約
水温 24.5 ℃ , 塩分約 23 ‰ (2015 年 8 月データ ) 
と明らかなアンキアライン環境になっており , 
陸域部の気温は 22.4–26.4 ℃ (2016 年 8 月 12 日
–2017 年 12 月 15 日期間のデータ ) であった . 
本種は , 洞窟最奥部の陸域に設置したトラップ
にて採集された . 

今回得られた標本は , 1) 頭胸甲の眼窩外歯が
前方に三角形状に張り出し , 前鰓縁の第 1 歯と
の間には V 字状の深い切れ込みがあること , 2) 
第 2–3 歩脚が極めて長いこと , 3) 第 1–3 歩脚の
長節の末縁に背棘を欠くこと , 4) 第 2–3 歩脚の
底節に顕著な剛毛の束が生じること , などの特
徴を有しており , Ng (2002) の原記載 , Naruse et 

al. (2005) による石垣島の個体の記載 , 藤田 ･ 成
瀬 (2016) による多良間島の個体の記載 , Davie & 
Ng (2007) によるドウクツベンケイガニ属の種
の検索表 , などによって示されたドウクツベン
ケイガニの形態特徴に良く一致していた . ただ
し , 今回の標本の第 3 歩脚 ( 第 4 胸脚 ) の長さ
は , 底節基部から指節先端までの長さが最大甲
幅の 2.34–2.68 倍 , 同脚の長節基部から指節先端
までの長さが最大甲幅の 2. 20–2.59 倍 , 同脚の
長節の長さが幅の 3.40–4.15 倍であり , 多良間島
および八重山諸島産の標本 [Naruse et al. (2005), 
藤田･成瀬 (2016), 藤田 (2017a) らによる計測値 : 
底節から指節までの長さが甲幅の 2.66–3.00 倍 ,
長節から指節までの長さが甲幅の 2.40–2.81 倍 , 
長節の長さが幅の 3.90–4.33 倍 ] に比べて , ごく
僅かに短い傾向が見られた .

本種は , これまでに国外ではフィリピン ( パ
ンラオ島 : タイプ産地 ), 国内では琉球列島の多
良間島 , 石垣島 , 波照間島 , 与那国島から記録さ
れている (Ng, 2002; Naruse et al. 2005; 吉郷 ･ 田
村 2008; 藤田 ･ 成瀬 2016; 藤田 2017a, b). 今回記
録した標本は , 標本に基づく本種の徳之島と沖
縄島における初記録であり , また , 本種の分布
北限を更新することになる . 先にも述べたよう
に , 徳之島と沖縄島の標本は , 八重山諸島産の
標本に比べて , 第 3 歩脚が若干短い傾向が見ら
れたが , この傾向が沖縄諸島と八重山諸島の集
団による違いに由来するのかを明らかにするた
めには , 今後 , さらに多数の標本を比較検討す
ると共に , 分子遺伝学的な研究も行う必要があ
る . 

本種はまた , 環境省のレッドリストにおいて
「情報不足 (DD)」に , 沖縄県版では絶滅危惧 IB 
(EN) と評価されている希少種でもある ( 藤田
2017b). 鹿児島県における本種の記録は本報告
が初めてであり , 本種の保全に関する基礎的情
報をより集約するためにも , 今後 , 同県下にお
けるアンキアライン洞窟環境調査をさらに進め
る必要がある . 

本研究で用いた標本は , 以下の標本番号
にて , 琉球大学資料館風樹館 (RUMF: Ryukyu 
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University Museum, Fujukan) に登録 , 所蔵され
て い る : 1 雌 (RUMF-ZC-6059, cw 16.04 mm, cl 
12.57 mm), 浅間湾屋洞穴 ( 通称 “ ウンブキ ”), 徳
之島 , 2017 年 10 月 17 日 , 藤井琢磨 採集 ; 1 雄 
(RUMF-ZC-6060, cw 16.33 mm, cl 13.92 mm), 宜
名真海底鍾乳洞 ( 通称 “ 辺戸ドーム ”) 最奥部の
陸域 , 沖縄島 , トラップを用いて採集 , 2016 年 8
月 11 日 , 藤田喜久 採集 ; 1 雄 (RUMF-ZC-6061, 
cw 16.03 mm, cl 13.27 mm), 採集場所および採集
者は RUMF-ZC-6060 と同じ , 2016 年 8 月 12 日 ; 
1 雄 (RUMF-ZC-6062, cw 14.10 mm, cl 11.86 mm), 
採集場所および採集者は RUMF-ZC-6060 と同
じ , 2016 年 8 月 12 日 ; 1 雄 (RUMF-ZC-6063, cw 
15.82 mm, cl 13.07 mm), 採集場所および採集者
は RUMF-ZC-6060 と同じ , 2016 年 8 月 13 日 ; 1
雄 (RUMF-ZC-6064, cw 15.12 mm, cl 12.72 mm), 
採集場所および採集者は RUMF-ZC-6060 と同

じ , 2016 年 8 月 13 日 .
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図 1. 徳之島および沖縄島から採集されたドウクツベンケイガニ . A, 徳之島から採集された標本 , 背面 , 雌個
体 (RUMF-ZC-6059, cw 16.04 mm, cl 12.57 mm); B, 徳之島の生息地 ( 浅間湾屋洞穴 ) の様子 ; C, 沖縄島から採
集された標本 , 背面 , 雄個体 (RUMF-ZC-6060, cw 16.33 mm, cl 13.92 mm); D, 沖縄島の生息地 ( 宜名真海底鍾
乳洞の洞窟最奥部 ) の様子 . 
Fig. 1. Karstarma boholano (Ng, 2002) collected from Tokuno-shima and Okinawa-jima islands and their habitats. A, 
live coloration of specimen collected from Tokuno-shima Island, dorsal view, female (RUMF-ZC-6059, cw 16.04 mm, 
cl 12.57 mm); B, habitat at Tokuno-shima Island; C, live coloration of specimen collected from Okinawa-jima Island, 
dorsal view, male (RUMF-ZC-6060, cw 16.33 mm, cl 13.92 mm); D, habitat at Okinawa-jima Island. 

[Record] Fujita & Fujii: Karstarma boholano from Tokunoshima & Okinawa islands



[ 記録 ] 藤田・藤井 :  ドウクツベンケイガニの徳之島と沖縄島からの記録
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N e w  d i s t r i b u t i o n a l  r e c o r d s  o f  a 
cavernicolous crab, Karstarma boholano 
( N g ,  2 0 0 2 )  ( D e c a p o d a :  B r a c h y u r a : 
Sesarmidae),  from Tokuno-shima and 
Okinawa-jima islands, central Ryukyus, 
Japan
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Abstract. A cavernicolous sesarmid crab, Karstarma 
boholano (Ng, 2002), is recorded on the basis of 
the specimens collected from anchialine caves in 
Tokuno-shima and Okinawa-jima islands, central 
Ryukyus, southwestern Japan. These records 
represent the first discoveries of K. boholano from 
these islands and extend the geographical range of 
this species northward.
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